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在宅サービス�
１、緊急時通報システム（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…６５歳未満で肢体不自由などのため身体障害者手帳１級、２級の交付を受け

ている重度身体障害者で、一人暮らしまたは世帯員の就労等により長時間に
わたり一人暮らしと同様の状態となる方�
※電話回線を有していること�

内　容…利用者の居宅に緊急電話機およびペンダント型無線発信機を設置し、利用
者が急病、事故、その他の理由により緊急に援助を必要とする場合、これらを
利用して通報センターに通報することにより、迅速な救助活動を行います。�
※回線使用料、屋内配線使用料および通話料は利用者負担です。�

２、消防緊急通報事業（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…聴覚障害の方�
内　容…市消防署内に緊急時対応のファクシミリ機を設置し、火事および救急等の通

報を受け、緊急時の対応をします。�
※消防緊急通報用紙は、障害福祉課障害福祉担当窓口でも配布しています。�

３、寝具クリーニングサービス（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…肢体不自由のため身体障害者手帳１級、２級の交付を受けている重度身体

障害者で、ひとり暮らしや虚弱等の理由により布団干し等が行えない方�
内　容…寝具クリーニングは年４回実施します。そのうち２回は丸洗い乾燥殺菌で、２回

は乾燥殺菌です。�
※利用料は無料です。�

４、紙おむつサービス（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…在宅の重度心身障害者（児）で常時紙おむつの使用を必要とし、肢体不自由

のため身体障害者手帳１級、２級または療育手帳�、Ａを所持している方�
内　容…月に１回、お近くの薬局からご自宅へ紙おむつをお届けします（申請月の翌月

からの給付となります）。おむつのタイプや枚数は各担当係にお問い合わせく
ださい。�
※利用料は無料です。�

５、入浴サービス（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…６５歳未満で肢体不自由のため身体障害者手帳１級～３級の交付を受けてい

る在宅の重度身体障害者で、家庭において入浴することが困難な方�
内　容…ご自宅（訪問入浴）、医療機関等（送迎入浴）またはそうか光生園（施設入浴）

で入浴サービスを行います。�
�
�
�
�
�
�
�
�

※そうか光生園（草加市柿木町１２１５－１）�
６、配食サービス（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…身体障害者手帳の交付を受けていて、日常的に食事の確保が困難な状態に

ある方�
内　容…利用者１人につき１日１回（昼食か夕食を選択）、週に５回までを限度として栄

養管理された食事の配達を行います。同時に、配達員は利用者の安否を確
認し、利用者の健康状態に異常があるときは、関係機関への連絡等を行いま
すので食事は原則として手渡しになります。�
※１食当たり３５０円の自己負担があります（事前に業者からチケットを購入して
いただきます）。�

�
日常生活の改善�
７、日常生活用具の給付（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対象・内容…身体障害者手帳・療育手帳を所持している在宅の障害者（児）の方の日

常生活を容易にするために、日常生活用具の給付または貸与を行います。用
具の種類については窓口でお問い合わせください。（聴覚障害者用屋内信
号装置・特殊寝台・居宅生活動作補助用具等）�
※所得税の年額に応じて一部自己負担があります（自己負担分を市が４，０００
円を上限として補助する制度もあります）。�

�
�

８、重度身体障害者居宅改善整備費補助（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…下肢または体幹の障害で身体障害者手帳１級、２級の交付を受けている方�
内　容…重度身体障害者の方が生活しやすいように家屋の改善をする場合、工事費

の一部を補助します。工事をする前に申請が必要ですので事前にご相談くだ
さい。�
※所得制限があります。�

�
行動範囲の拡大�
９、福祉タクシー利用料金の補助成（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…身体障害者手帳１級～３級、療育手帳�、Ａ、Ｂまたは精神保健福祉手帳

１級の方。�
内　容…県内のタクシーに乗車した場合、初乗り運賃相当額を補助します。�

（年間１８枚）�
※埼玉県タクシー協会・埼玉県個人タクシー協同組合に加盟している事業者
等。�
※身体障害者手帳および療育手帳を提示することにより、タクシー料金の１割
が割引きされるサービスと併用できます。�

１０、自動車燃料費の補助（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…身体障害者手帳１級～３級、療育手帳�、Ａ、Ｂまたは精神障害者保健福祉

手帳１級の方。車を運転する方・自動車を所有する方は、本人または生計を
同じくする方に限ります。�

内　容…市内にある指定された給油所で給油した場合、燃料費の一部を補助します。�
※福祉タクシー利用料金補助を受けている場合は利用できません。�

１１、有料道路の割引（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…すべての身体障害者が自ら運転する場合と第１種の身体障害者・知的障害

者（児）を乗せて、介護者が運転する場合（自動車は原則として、障害者本人
または親族等が所有のものに限ります。障害者１人につき１台です）�

内　容…料金を支払う際に、身体障害者手帳または療育手帳に押されているスタンプ
を提示すると５割の割引が受けられます。�

１２、自動車運転免許取得費用の補助（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
内　容…身体障害者手帳、療育手帳または精神保健福祉手帳の交付を受けている

方が、普通自動車の運転免許を取得する場合、必要な経費の一部を補助し
ます。事前に申請が必要です。（公安委員会により運転できる自動車の種類
を限定されたり条件を付されている方は、運転免許試験場にて運転適性相
談票を作成してご持参ください）。�
※所得制限があります。�

１３、自動車改造費用の補助（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…上肢・下肢・体幹の障害程度が１～３級で身体障害者手帳の交付を受けてい

る方で、通勤等のために自分で自動車を運転する方�
※所得制限があります。�

内　容…自動車のハンドル、ブレーキ、アクセル等を改善するための費用の一部を補助
します。改造する前に申請が必要ですので、事前にご相談ください。�

�
その他の日常生活援護�
１４、身体障害者センターやすらぎ（■問八潮市社会福祉協議会�９９５－３６３６・�

身体障害者福祉センター�９９７－８５４４　９９７－８５５３）�
対象・内容…在宅の身体障害者の方やボランティア活動を行う方たちが集う交流の場

として利用できます。�
１５、知的障害者生活サポートセンター（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３・知的�

障害者生活サポートセンター　八潮市鶴ヶ曽根１６８６－２�９９８－３７２２）�
対象・内容…在宅の知的障害者（児）の方や介護者の日常生活の支援、相談を行って

います。また、一時的な介護を行う団体・グループが利用できます。�
１６、精神障害者地域生活支援センターあけぼの（■問精神障害者地域生活支援セン�

ターあけぼの　八潮市鶴ヶ曽根１１３０�９９８－０８５２）�
対象・内容…精神に障害のある方が地域で生活する上で生じる様 な々問題について、

ともに考え、支援を行っています。�
１７、福祉作業所（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…市内在住の１５歳以上の心身に障害のある方で、自宅から通所ができ、作業

および集団生活が可能と思われる方�
内　容…在宅の心身障害者の方に作業を通じて自立への援助を図り、社会参加への

自信を深めていくことを目的としています。市内には、「やまびこ福祉作業所」「わ
かくさ福祉作業所」「虹の家」「工房　森のこかげ」があります。�

　市では、障害があっても地域の中で自立して、自分らしく暮らしていけるように、生活支援サービス・手当の支給などを行っています。�
　サービスの対象は、原則として身体障害者手帳・療育手帳（知的障害者）・精神保健福祉手帳のいずれかの手帳を交付されてい
る方が対象ですが、障害の種別・程度（等級）・生活状況などの理由により、一部利用できない場合があります。�
　また、介護保険の被保険者は、介護保険制度と障害者福祉サービスで同じサービスが利用できる場合は、介護保険からのサービス
が優先されます。�

⑦
学
校
評
議
員
制
度
の
充
実�

　
地
域
の
声
を
学
校
教
育
に
生
か
す
こ
と

を
目
的
に
、
各
校
５
人
の
学
校
評
議
員
よ

り
学
校
教
育
に
対
す
る
意
見
を
伺
っ
て
い

き
ま
す
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心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人

づ
く
り
の
推
進�
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他
人
の
痛
み
が
わ
か
り
生

命
尊
重
を
基
盤
と
し
た
教
育

の
充
実�

�

①
心
の
教
育
研
修
会
の
実
施�

　
道
徳
の
時
間
を
核
と
し
て
全
教
育
活
動

を
通
し
て
行
う
心
の
教
育
の
さ
ら
な
る
充

実
を
目
指
し
、
教
職
員
を
対
象
に
心
の
教

育
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。�

�

②
生
き
方
を
身
に
つ
け
実
践
で
き
る
道

徳
教
育
の
推
進�

　
道
徳
研
修
会
を
開
催
し
、
心
の
ノ
ー
ト

の
積
極
的
活
用
を
図
り
ま
す
。�

③
学
校
教
育
相
談
（
い
じ
め
・
不
登
校

対
策
な
ど
）
の
充
実�

　
学
校
適
応
指
導
教
室
「
フ
レ
ン
ド
ス
ク

ー
ル
」
の
充
実
、
教
育
相
談
研
修
会
や
学

校
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
初
級
・
中
級
研
修
会

の
開
催
、
教
育
相
談
連
絡
訪
問
指
導
の
実

施
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
さ
わ
や

か
相
談
員
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
の
活
用
、
不
登
校

問
題
保
護
者
懇
談
会
の
開
催
な
ど
を
実
施

し
、
総
合
的
な
不
登
校
対
策
を
推
進
し
ま

す
。��6 

人
権
を
尊
重
す
る
教
育
の

推
進�

�

①
学
校
人
権
教
育
の
充
実�

　
学
校
人
権
教
育
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
を
踏
ま
え
、
各
教

科
、
道
徳
、
特
別
活
動
等
の
年
間
指
導
計

画
に
視
点
を
位
置
付
け
、
組
織
的
・
計
画

的
に
実
施
し
ま
す
。�

�

②
埼
葛
郡
市
教
職
員
現
地
研
修
会�

　
差
別
の
現
実
を
学
ぶ
た
め
、
現
地
に
赴

い
て
研
修
会
を
実
施
し
、
人
権
問
題
の
正

し
い
理
解
を
進
め
ま
す
。�

�

③
人
権
啓
発
の
推
進�

　
人
権
作
文
「
い
ち
ょ
う
」
の
刊
行
と
活

用
、
人
権
標
語
の
募
集
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー

の
作
成
・
配
布
、
人
権
啓
発
資
料
の
作
成

と
活
用
を
図
り
ま
す
。�

�

④
男
女
平
等
教
育
の
推
進�

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
、
児
童
生
徒
が
人
権
尊
重
の
精
神
に
立

っ
て
、
男
女
平
等
を
身
近
な
課
題
と
し
て

認
識
し
、
一
人
一
人
の
個
性
や
能
力
を
発

揮
し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
行
動
で

き
る
よ
う
、
男
女
平
等
教
育
を
推
進
し
ま

す
。�

�

⑤
福
祉
教
育
の
推
進�

　
社
会
福
祉
協
力
校
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
推
進
校
へ
の
参
加
、
福
祉
体
験
活
動
の

充
実
、
地
域
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。�
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安
心
・
安
全
、健
康
増
進
、

体
力
向
上
の
推
進�

�

①
安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り�

　
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
教
育
の
徹
底
、

交
通
安
全
教
育
、
不
審
者
対
応
等
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
危
機
管
理
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
安
心
・
安
全
な
学
校
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。�

�

②
健
康
教
育
の
推
進�

�

学
校
保
健�

　
性
に
関
す
る
指
導
、
エ
イ
ズ
教
育
、
心

の
健
康
に
関
す
る
指
導
、
喫
煙
・
飲
酒
・�

薬
物
乱
用
防
止
教
育
の
推
進
、
保
健
学
習

の
充
実
、
健
康
管
理
の
充
実
を
図
り
ま
す
。�

�

学
校
給
食�

　
交
流
給
食
な
ど
多
彩
な
給
食
活
動
の
実

施
、
学
校
訪
問
に
よ
る
栄
養
指
導
、
給
食

だ
よ
り
「
ミ
ー
ル
」
や
放
送
用
資
料
「
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
」
な
ど
啓
発

活
動
を
推
進
し
、
食
に
関
す
る
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
食
育
に
努
め
ま
す
。�

�

③
体
力
向
上
の
推
進�

�

体
力
向
上
推
進
委
員
会�

　
児
童
生
徒
の
実
態
把
握
、
健
康
づ
く
り

へ
の
啓
発
活
動
、
体
育
科
授
業
研
究
会
を

通
し
て
、
児
童
生
徒
の
体
力
向
上
を
図
り

ま
す
。�

�

教
科
体
育
の
充
実�

　
運
動
の
も
つ
特
性
を
大
切
に
、
楽
し
さ

や
喜
び
を
十
分
味
あ
わ
せ
、
体
力
を
高
め

る
と
と
も
に
、
運
動
好
き
な
児
童
生
徒
を

育
て
ま
す
。�

�
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生
徒
指
導
と
進
路
指
導
の

充
実�

�

①
非
行
・
不
登
校
問
題
の
解
消�

　
生
徒
指
導
主
任
、
教
育
相
談
主
任
な
ど

の
研
修
会
の
実
施
、
ま
た
、
教
育
相
談
所

に
お
け
る
相
談
活
動
を
通
し
、
非
行
・
問

題
行
動
の
解
消
を
目
指
し
ま
す
。�

�

②
校
内
生
徒
指
導
体
制
の
確
立�

　
各
学
校
に
お
い
て
、
校
長
、
教
頭
、
生

徒
指
導
主
任
を
中
心
に
生
徒
指
導
体
制
を

確
立
し
、
組
織
的
な
生
徒
指
導
を
推
進
し

ま
す
。�

�

③
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
の
充
実�

　
警
察
と
の
連
携
の
も
と
に
、
非
行
問
題

行
動
解
消
に
向
け
積
極
的
な
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。�

�

④
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
等
地
域
支
援
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
推
進
事
業�

　
学
校
の
中
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
問

題
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
、
地
域
の
方
々

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。�

�

⑤
自
立
支
援
教
室
事
業�

　
様
々
な
問
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
の
学

校
復
帰
や
立
ち
直
り
に
向
け
、
専
門
の
指

導
員
が
指
導
に
当
た
り
ま
す
。�

�

⑥
「
生
き
方
指
導
」
と
し
て
の
進
路
指
導

の
充
実�

　
各
小
中
学
校
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進

し
、「
生
き
方
指
導
」
と
し
て
の
進
路
指

導
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。�

�

■問
指
導
課
�
○内
３
５
８�

平成18年
度�

1．基礎基本を重視した確かな�
　学力の定着ときめ細やかな教育の推進�
○学年、学級経営の充実�
○特別支援教育の充実�
○教育課程の着実な実践�
○学習指導の改善�
　（少人数指導および学生ボランティア補助教�
　員事業学力向上拠点形成事業、学力調査等）�
○「教育に関する3つの達成目標」の�
　着実な実践�

信頼される学校づくりの推進�

2．意欲に満ちた�
　　プロとしての教員の育成�
○現職教育の充実�
○文部科学省、県教委、センター研修�
○年次研修（初任者、5・10年・20年）�
○市教委主催各種教育研修講座�
（教務主任、学年主任、2・3年、臨任等）�
○研究委嘱事業・学校訪問指導�

3．国際化・情報化等に�
　　対応した教育の推進�
○国際理解教育の推進（派遣事業等）�
○情報教育の推進（リテラシー向上等、�
　各学校のホームページ開設）�
○環境教育の推進（地域との連携等）�
○読書活動の推進（朗読書、読み聞かせ）�
○学校図書館教育の推進�
　（子ども読書活動基本計画の実施等）�

6．人権を尊重する教育の推進�
○学校人権教育の充実�
　（同和教育管理職研修�
　　・人権教育全体研修等）�
○埼葛都市教職員現地研修会�
○人権教育実践報告会�
○人権啓発の推進（文集「いちょう」の刊行）�
○男女平等教育の推進�
○福祉教育の推進�

8．生徒指導と進路指導の充実�
○非行・問題行動の解消�
○校内生徒指導体制の確立�
○学校警察連絡協議会の充実�
○サポートチーム等�
　地域支援システムづくり推進事業�
○自立支援教室事業�
○「生き方指導」としての�
　進路指導の充実�

4．地域との連携を図った�
　　　特色ある学校経営�
○小中一貫教育の研究�
○地域人材活用事業�
○中学生社会体験チャレンジ事業�
○教育の日発表会�
○学校公開�
○保幼小中高の連携�
○学校評議員制度の充実�

心豊かで�
たくましい人づくりの推進�

5．他人の痛みが分かり、�
　生命尊重を基盤とした教育の充実�
○心の教育研修会の実施�
　（「道徳の時間」の質の向上）�
○生き方を身につけ実践できる道徳教育�
○学校教育相談の充実�
　（総合的不登校対策の推進）�

7．安心・安全�
　・健康増進・体力向上�
○安心・安全な学校づくり�
　ア、危機管理意識の高揚�
　イ、交通事故防止�
○健康教育の推進�
　ア、学校保健（禁煙・性・薬物等）�
　イ、学校給食「食育推進計画の策定」�
○体力向上の推進�
　ア、体力向上推進委員会�
　イ、教科体育の充実�

訪問入浴�

１級、２級�

所得に応じて有�

自宅� 送迎あり� 送迎なし�

所得に応じて有� 無�

月２回�
（７､８、９月は月３回）�

月２回�
（７､８、９月は月３回）� 月２回�

１級、２級� １級、２級、３級�手帳の等級�

利 用 回 数 �

自 己 負 担 �

そ　の　他�

送迎入浴� 施設入浴�

「次代を担う人づくり」�
＝ 生　き　る　力 ＝�

「次代を担う人づくり」�
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�

◎
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

の
推
進�

１ 

基
礎
・
基
本
を
重
視
し
た

確
か
な
学
力
の
定
着
と
き
め

細
や
か
な
教
育
の
推
進�

�

①
学
年
・
学
級
経
営
の
充
実�

　
教
師
お
よ
び
児
童
生
徒
相
互
の
人
間
関

係
を
教
育
の
基
盤
と
す
る
経
営
を
推
進
し

ま
す
。�

�

②
特
別
支
援
教
育
の
充
実�

　
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に
基

づ
く
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。�

�

③
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
教
育
課
程
の

着
実
な
実
践�

　
授
業
時
数
の
確
保
を
図
り
、
計
画
・
実

践
・
評
価
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
ま
す
。�

�

④
学
習
指
導
の
改
善�

　
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
な
ど
の
「
生

き
る
力
」
を
育
む
た
め
、
少
人
数
指
導
の

積
極
的
な
導
入
や
授
業
研
究
会
の
実
施
、

学
校
訪
問
な
ど
を
通
し
て
学
習
指
導
の
改

善
を
図
り
ま
す
。�

⑤
「
教
育
に
関
す
る
３
つ
の
達
成
目
標
」

の
着
実
な
実
践�

　「
学
力
」、「
規
律
あ
る
態
度
」、「
体
力
」

の
基
礎
的
・
基
本
的
な
事
柄
を
身
に
付
け
、

「
知
・
徳
・
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。�

�

2 

意
欲
に
満
ち
た
プ
ロ
と
し

て
の
教
職
員
の
育
成�

�

①
現
職
教
育
の
充
実�

　
授
業
研
究
を
核
と
し
た
教
育
の
実
践
と

研
究
を
通
し
た
現
職
教
育
を
充
実
し
ま
す
。�

�

②
文
部
科
学
省
や
県
の
研
修
（
含
む
年
次

研
修
）
へ
の
参
加�

　
異
業
種
研
修
、
中
央
研
修
、
海
外
研
修
、

在
外
教
育
施
設
研
修
、
大
学
院
派
遣
、
長

期
研
修
、
中
期
研
修
、
特
定
研
修
、
ま
た

初
任
者
、
５
年
次
、
１０
年
次
、
２０
年
次
研

修
へ
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。�

�

③
市
教
委
主
催
各
種
教
育
研
修
講
座�

　
人
権
教
育
研
修
会
や
道
徳
教
育
研
修
会
、

校
長
研
修
会
、
教
頭
研
修
会
、
教
務
主
任

研
修
会
、
学
年
学
級
経
営
研
修
会
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
実
技
研
修
会
、
環
境
教
育
研
修

会
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
研
修
会
、
特

別
活
動
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。�

�

④
研
究
委
嘱
事
業�

　
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
市
内
全
小
中
学
校
に
研
究
委
嘱
を
し

ま
す
。�

�

⑤
学
校
訪
問
指
導�

　
校
内
で
の
研
修
会
は
も
と
よ
り
様
々
な

機
会
に
学
校
を
訪
問
し
、
学
習
指
導
や
生

徒
指
導
な
ど
に
関
し
積
極
的
な
指
導
を
行

い
、
教
職
員
の
指
導
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。�

�

3 

国
際
化
・
情
報
化
に
対
応

し
た
教
育
の
推
進�

�

①
国
際
理
解
教
育
の
推
進�

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
連
絡
協
議
会
、
語
学
指
導
を
伴

う
外
国
青
年
の
招
致
、
中
学
生
海
外
派
遣

事
業
や
英
語
弁
論
大
会
、
小
学
校
に
お
け

る
Ａ
Ｌ
Ｔ
活
用
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

�

②
情
報
教
育
の
推
進�

　
児
童
生
徒
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ

ー
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
各
学
校

の
情
報
発
信
の
た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作

成
を
始
め
ま
す
。�

�

③
環
境
教
育
の
推
進�

　
環
境
教
育
研
修
会
の
充
実
と
、
地
域
と

の
連
携
を
図
り
ま
す
。�

�

④
読
書
活
動
の
推
進�

　
豊
か
な
心
の
育
成
の
た
め
、
読
み
聞
か

せ
や
朝
の
一
斉
読
書
活
動
等
を
推
進
し
ま

す
。�

�

⑤
学
校
図
書
館
教
育
の
推
進�

　
子
ど
も
読
書
活
動
基
本
計
画
の
実
施
、

学
校
図
書
館
の
積
極
的
活
用
、
読
書
活
動

の
推
進
、
学
習
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
資
料
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
図
書
の
充
実
を
図
り
ま

す
。�

�

4 

地
域
と
連
携
を
図
っ
た
特

色
あ
る
学
校
経
営�

�

①
小
中
一
貫
教
育
の
研
究�

　
よ
り
良
い
小
中
一
貫
教
育
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
研
究
を
進
め
ま
す
。�

�

②
地
域
人
材
活
用
事
業�

　
学
校
の
教
育
活
動
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。�

�

③
中
学
生
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業�

　
中
学
生
に
地
域
の
中
で
の
様
々
な
社
会

体
験
活
動
や
多
く
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
、
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目

的
に
、「
中
学
生
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。�

�

④
教
育
の
日
発
表
会�

　
学
校
教
育
に
対
す
る
市
民
の
関
心
と
理

解
を
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
の
連
携
を
よ
り
一
層
図
る

こ
と
を
目
的
に
、「
八
潮
市
教
育
の
日
発

表
会
」
を
実
施
し
ま
す
。�

�

⑤
学
校
公
開�

　
「
彩
の
国
教
育
週
間
」（
１１
月
）
を
中

心
に
、
保
護
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
広
く
地

域
の
方
々
に
も
学
校
を
公
開
し
、
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。�

�

⑥
保
幼
小
中
高
の
連
携�

　
子
ど
も
は
、
連
続
し
た
学
び
の
中
で
成

長
し
ま
す
。
各
学
校
で
は
、
授
業
交
流
も

含
め
、
保
幼
小
中
高
と
の
連
携
を
深
め
て

い
き
ま
す
。�

１８、障害児（者）生活サポート事業（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対象・内容…市に登録した団体が、在宅の障害児（者）または家族の必要に応じて身

近な場所で一時預かりや送迎サービスを行います。�
　年間１５０時間以内の利用ができ、利用料は１時間あたり７００円です。�
　現在「八潮市手をつなぐ親の会」が知的障害者生活サポートセンターで日
中の一時預かり、送迎（要相談）を行っています。�
※利用者登録は、障害福祉課障害福祉係で受け付けています。�

１９、職親制度（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対象・内容…知的障害者を一定期間登録された職親に預け、技能習得や生活指導を

行います。�
�
障害者自立支援法によるサービス�
　障害のある方が地域で安心して暮らせる社会の実現をめざし、平成１８年４月に「障
害者自立支援法」が施行されました。�
●身体・知的・精神の障害種別にかかわらず共通の制度によりサービスを提供します�
●福祉サービスの体系が変わります�
●利用の手続きが変わります�
●利用者負担が原則１割の定率負担になります�
２０、介護給付・訓練等給付（主なサービス）（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
①居宅介護（ホームヘルプ）・・・自宅で、入浴、排せつ等の介護を行います。�
②行動援護・・・自己判断能力が制限されている人が行動するときに、危険を回避するた

めに必要な支援、外出支援を行います。�
③デイサービス・・・通所により創作的活動、機能訓練等の便宜の提供を行います。�
④短期入所（ショートステイ）・・・自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間を

含め施設で入浴、排せつ等の介護を行います。�
⑤共同生活援助（グループホーム）・・・夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談や日常

生活上の援助を行います。�
⑥施設入所・・・施設に入所して訓練等を受けます。�

※上記以外に、平成１８年１０月から利用できるサービスがあります。�
２１、補装具の給付（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対象・内容…身体障害者（児）の失われた部位や障害のある部分を補って、日常生活

を容易にするために各種補装具の交付と修理を行います（車椅子、補聴器、
義手、義足など）。あらかじめ担当にご相談ください。�
※所得税の年額に応じて一部自己負担があります（自己負担分を市が４，０００
円を上限として補助する制度もあります）。�
※平成１８年１０月からは、自己負担額は原則１割負担となります。また、給付種
目に若干の変更があります。�

２２、更生医療（自立支援医療）（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…１８歳以上で身体障害者手帳をもっている方�
内　容…医療保険の対象となる診療のうち、特に障害の軽減、社会生活を容易にする

効果がある治療に対し、医療費負担を軽減することにより医療を受けやすくす
るものです。この医療は、国または都道府県が指定する医療機関で受けられ
ます。適用されるのは角膜手術、関節形成手術、外耳形成手術、心臓手術、
血液透析療法、じん移植術などです。（詳しくは窓口でご相談ください）�
※原則１割負担となります。また、世帯の所得等に応じて１カ月あたりの上限額
が設定されます。�

２３、精神通院医療（自立支援医療）（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…精神疾患のため、通院して治療を受けている方�
内　容…精神疾患の治療に対し、医療費負担を軽減することにより早期治療、再発予

防等を図るものです。�
※原則１割負担となります。また、世帯の所得等に応じて１カ月あたりの上限額
が設定されます。�

�
手当・年金等�
２４、在宅重度心身障害者手当（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…市内に居住する障害者(児)で、身体障害者手帳が１級、２級、療育手帳が�、

Ａおよび精神障害者保健福祉手帳１級の方で、特別障害者手当、障害児福
祉手当等を受けていない方に支給されます。（ただし、施設に入所している方
は除きます。また、受給者が住民税を課されている方は支給が停止されます）�

内　容…月額５，０００円を毎年度９月・３月に支給します。�
２５、特別障害者手当（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…２０歳以上であって精神または身体の重度の障害により日常生活において常

時特別の介護を要する状態にある方（ただし、施設に入所中の方及び継続
して３カ月を超えて病院等に入院している方は除きます）�

内　容…月額２６，４４０円を年４回（２月、５月、８月、１１月）支給します。�
※所得制限があります。�

２６、障害児福祉手当（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…２０歳未満であって日常生活に極度に制限のある方（療育手帳�、身体障害

者手帳１級および２級の一部、常時介護を要する精神障害者等）�
内　容…月額１４，３８０円を年４回（２月、５月、８月、１１月）支給します。�

※所得制限があります。�

２７、特別児童扶養手当（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…次のいずれかに該当する２０歳未満の障害児を養育している保護者の方�

①身体に重・中度の障害または長期にわたり安静を要する状態にある方（お
おむね身体障害者の障害程度等級手帳１～３級と４級の一部の方）�
②精神の障害であって①と同程度の状態にある方�
③身体または精神の障害が重複する場合であって、①または②と同程度の
方�
※所得制限があります。�
※施設に入所している方は該当しません。�
※療育手帳の方は診断書が必要な場合があります。�

内　容…１級　５０，７５０円　　　２級　３３，８００円�
２８、児童扶養手当（■問子育て支援課児童給付係�○内２０９）�
対　象…父親がいないか、または父親が障害者（年金を受給していない）で１８歳未満

（一定の障害がある場合は２０歳未満）の子どもがいる場合に支給されます。�
内　容…支給額は要件によって異なりますので、窓口でご確認ください。�

※所得制限があります。�
２９、障害基礎年金（■問国保年金課国民年金係�○内２１２）�
対　象…国民年金法で定める障害の程度が１級または２級(身体障害者手帳・療育手

帳・精神障害者保健福祉手帳の程度とは異なります)に該当する方�
内　容…１級：年額９９０，１００円　　　　２級：年額７９２，１００円�
３０、特別障害給付金（■問国保年金課国民年金係�○内２１２）�
対　象…①平成３年３月以前に国民年金任意加入対象者であった学生�

②昭和６１年３月以前に国民年金任意加入対象者であった被用者年金制度
等の配偶者であって、当時任意加入していなかった期間内に初診日（障害の
原因となる傷病について初めて医師または歯科医師の診療を受けた日）があ
り、現在、障害基礎年金１級、２級相当の障害に該当する方。ただし、６５歳に
達する日の前日までに当該障害状態に該当された方に限ります。�

内　容…障害基礎年金１級に該当する方：月額４９,８５０円�
障害基礎年金２級に該当する方：月額３９,８８０円�

３１、心身障害者扶養共済制度（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…心身障害者の保護者で、次の要件に該当する方�

①加入者(保護者)の年齢は毎年度の４月１日時点で６５歳未満であること�
②加入時、県内に住んでいること�
③加入者は特別の疾病または障害がなく、生命保険に加入できる健康状態
であること�

内　容…扶養共済加入者が死亡または重度の障害状態になった場合、障害者に年
金が支給されます（１口：月額２０，０００円、２口：月額４０，０００円）。また、障害者
が死亡した場合は、弔慰金（加入期間に応じて２０，０００円、５０，０００円、１００，０
００円２口目も期間に応じる）が支給されます。この制度は共済制度ですので、
加入者は掛金（年齢により１口３，５００～１３，３００円）を納めます。また、所得によ
り掛金が減額または免除になります。障害者一人につき、加入者１人、２口まで
加入できます。�

�
医　　　療�
３２、重度心身障害者医療費助成（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…身体障害者手帳が１～３級および療育手帳が�、Ａ、Ｂの方�

精神保健福祉手帳１級、２級で老人保健法の障害認定を受けた方�
※６５歳以上の方で老人保健法の障害認定に該当される方は、老人保健受
給者証の交付が受けられます。�

内　容…医療機関や院外処方の薬局の窓口で支払った、医療保険適用内の自己負
担分を申請により支給します。�

�
その他の経済的援護�
３３、修学資金の支給（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…身体障害者手帳・療育手帳の交付を受けている方で、学校教育法に基づく

高等学校、大学、高等専門学校および専修学校に在学している方（八潮市
に引き続き１年以上住民票をおいて居住していること）�

内　容�
�
�
�
�
�
�
�
�
３４、手帳診断書料の補助（■問障害福祉課障害福祉係�○内４５３）�
対　象…身体障害者手帳の新規・等級変更等を申請する方が住民税非課税世帯の

場合、申請時に必要な身体障害者手帳の診断書料を補助（補助上限額５，２
５０円）します。条件等の詳細は窓口でご確認ください。�

学校教育エイトプラン�

平
成
１８
年
度�

　市教育委員会では、【生きる力】（「確かな
学力」「豊かな心」「体力向上」）をはぐくむ
教育を実現するため、重点目標「次代を担う
人づくり」を定めています。�
　また、この施策の実施にあたっては、新し
い教育の流れを踏まえ、家庭・学校・地域と
の連携のもと、「信頼、協働、創造」をキー
ワードに、広く市民の皆さんの理解と協力を
得ながら積極的に推進していきます。�
　今回は、この重点目標を踏まえた平成１８年
度のエイトプラン（８つの柱を軸とした事業
計画）についてお知らせします。�
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子どもたちの夢と希望をかなえます！�子どもたちの夢と希望をかなえます！�子どもたちの夢と希望をかなえます！�
＝きめ細やかな教育の実践＝�

支給額（月額）�
高等学校�

大　　学�

高等専門学校�
専修学校�

全日制� １０，０００円�
５，０００円�
３，５００円�

３２，５００円�
２５，５００円�
１７，５００円�
１６，５００円�
６，５００円�

定時制�
通信制�
全日制� ４年制�

短期大学�
夜学・通信制�

区　　分�


